
 
様式C-7-2 

自己評価報告書 

平成 23年 4月 20日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：ベイズ分析 
科研費の分科・細目：経済学・経済統計学 
キーワード：ベイズ分析，アクチュアリー，ファイナンス，リスク分析 
 
１．研究計画の概要 
本研究課題の主たる目的は，アクチュアリー
とファイナンスにおけるリスク分析のため
のベイジアン・モデリングを研究することで
ある．本研究課題では特に（１）大規模災害
や金融危機などに関するイベント・リスク，
（２）年金加入者の長命化やローンの期限前
償還などに関連する継続期間リスク，（３）
金融資産の価格変動に関する市場リスク，
（４）分析に用いるモデルの信頼性に関する
モデル・リスクの 4種類のリスクを主たる分
析対象として，ベイズ的アプローチによるリ
スク評価の在り方を探求することを目指し
ている． 
 
２．研究の進捗状況 
本研究課題の研究代表者および研究分担者
は，各々の専門分野の強みを生かしてリスク
分析手法の研究を積極的に行ってきた．その
結果，過去 3 年間に雑誌論文 28 件，学会発
表 25 件，図書 4 件という成果を上げること
ができた．以下に主な成果の概要を説明する． 
（1） イベント・リスク 

金融機関における事務処理ミスやシス
テム障害などに関するオペレーショナ
ル・リスクのベイズ的アプローチによる
評価法を研究した．特にイベント発生に
伴う損失額に対して極値分布を想定し
たモデリングを行い，それをベイズ推定
しバリュー・アット・リスク(VaR)など
のリスク測度を評価することでオペレ
ーショナル・リスクの管理を行う手法の
開発を行った． 

（2） 継続期間リスク 
年金加入者の長命化に伴う年金支払い
の増加のリスク（長寿リスク）を評価し，

このリスクを適切にヘッジする手法の
開発を行った．具体的には加入者の死亡
率のベイズ予測を Lee-Carter モデルに
基づいて行い，長寿リスクがヘッジ可能
な金融商品の構築とその適正な価格評
価のための手法を開発した． 

（3） 市場リスク 
多変量時系列モデル，特に多変量ボラテ
ィリティ変動モデルを利用して世界の
主要金融市場間におけるリスク伝搬の
モデリングを行い，ベイズ的アプローチ
によって VaR などを評価する手法を研
究した． 

（4） モデル・リスク 
ベイズ型モデル平均(BMA)を用いて資
産の収益率のモデルに関する不確実性
を反映させた最適ポートフォリオを構
築する手法を研究し，その有効性を検証
した． 

 
また，本研究課題のベイズ分析の研究を促進
するためにベイズ分析をテーマとした国際
研究集会を 
（1） International Workshop on 

Bayesian Econometrics and Statistics, 
2010年 2月 4-5日，東京大学山上会館 

（2） International Workshop on 
Applied Bayesian Statistics and 
Econometrics, 2011年 2月 1-2日，京都
私学会館 

と 2回にわたり開催し，国内外より第一線で
活躍される研究者をお招きして最新のベイ
ズ分析に関する研究成果を発表していただ
くとともに本研究課題の進め方に関する有
益な助言をいただいた． 
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３．現在までの達成度 
 

②おおむね順調に進展している 
 
（理由） 
本研究課題の主たる目的であるアクチュア
リーとファイナンスにおけるリスク分析手
法の研究は，刊行論文や学会発表などの件数
を見る限り順調に成果を上げてきたといえ
る．また，研究の内容においても多変量ボラ
ティリティ変動モデルの推定や年金の長寿
リスクの定量的評価などの研究は世界的に
見ても高い水準に達していると考えられる． 
 
４．今後の研究の推進方策 
本研究課題の研究期間もあと2年を残すだけ
となった．今までの研究成果を発展させ，さ
らにベイズ的アプローチによるリスク分析
の研究を進めていきたい．本研究課題が2008
年4月より始まって以来，現実の世界ではリ
ーマンブラザーズ破綻に端を発した世界金
融危機や東日本大震災などの大規模なリス
クイベントに金融市場は翻弄されてきた．本
研究課題に残された時間は限られてはいる
が，これらの大規模リスクイベントのベイジ
アン・モデリングにも挑戦していきたい． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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